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イベント概要 

 

[企業名]  マネックスグループ株式会社 

 

[企業 ID]  8698 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2022 年 3 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2021 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2021 年 10 月 29 日 

 

[ページ数]  53 

  

[時間]   16:15 – 17:16 

（合計：61 分、登壇：44 分、質疑応答：17 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

取締役会長兼代表執行役社長 CEO  松本 大 （以下、松本） 

代表執行役 COO/CFO   清明 祐子（以下、清明） 
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[アナリスト名]* SMBC 日興証券    原 貴之 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリストの中で、SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る  
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登壇 

 

松本：本日はマネックスグループの 2022 年 3 月期第 2 四半期決算発表にご参加いただきまして、

誠にありがとうございます。 

まず、私から概要をお話しして、そのあと、CFO 兼 COO の清明から数字の部分、もう少し詳しく

お話しさせていただいて、もう１回、私が引き取って、ビジネスの点について少し付言した後に、

質疑応答にまいりたいと思います。 

全体、ちょっとオーバービューで申し上げますと、連結で収益も利益もかなり大きく伸びました。

昨年度の上半期に比べて、大きく収益も利益も伸びておりまして、大きな成長の波動に入ってい

る、そんな感じでございまして、そこをしっかりと今後も伸ばしていきたいと考えております。 

 

それでは私から、まず説明を申し上げます。 
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まず、こちら、新しく入れたページで時代認識ですけれども、私どもはもともと「グローバルヴィ

ジョン」であるとか、「第二の創業」という、まずヴィジョンを出して、その中でトレードステー

ションの買収とか、コインチェックの買収というものを行い、その二つのビジネスが今、大変大き

くなっていると。ヴィジョンを出してから、それで事業をつくっていくことをやってまいりまし

た。 

このヴィジョンの中で新しく始める、あるいは買収するビジネスが大変重要ですけれども、一方

で、世の中の価値観とか、いろいろなものが中央集権型から分散型、DeFi などがいい例だと思う

んですけれども。 

移行していく中で、子会社の管理とか育て方に関しましても、完全な、がちがちなかたちでやるの

ではなくて、それぞれの子会社の自主独立性をしっかりと伸ばしながら、ただし、このマネックス

グループがちゃんとしたヴィジョンを打ち出し、この求心力をもって、しっかりと子会社のバリュ

ーアップもやり、全体として大きいヴィジョンを実現し、株主の方への価値を創造していくと。 

そういったかたちの企業体の在り方というのが、これから当社に合っていると考えておりまして、

そういった方向にシフトしていこうと考えております。 
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当社は、日本とアメリカのオンライン証券業務、コインチェック、そして、その他の投資業務等が

あるグループなわけですけれども。 

これらを今申し上げたように、マネックスグループという会社が中心でしっかり束ねて伸ばしてい

くということをやっておりますが、その上で、下にありますように多様性の尊重、テクノロジーの

活用、イノベーションの追求、グローバルな展開というのが、当社グループ全般に貫かれる共通し

た価値観であり、コンビタンスであり、そういったものをキーワードに意識しながら、しっかり

と、このグループのバリューアップをしていきたいと考えています。 

 

実際に事業投資をしてきたものが、このトレードステーションとコインチェックですけれども、ト

レードステーションは 2011 年に買収し、それから EBITDA がほぼフラットだったものが、今は

60 億円程度の EBITDA の会社にまで育てました。 

また、コインチェックは 2018 年に買収した会社に買収した会社になりますけれども、こちらも当

初、マイナス 26 億円が今、プラス 141 億円ですから、差し引き 166 億円の EBITDA を押し上げた

んですけれども、これら、われわれがヴィジョンの中でグループ内に迎え入れ、われわれの求心力
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とか、いろいろな経営力で、しっかりと会社を育ててバリューアップして、こういった結果を出し

ているところであります。 

 

アメリカに関してはトレードステーションが、このグラフで分かりますように、特にこの 2 年ほ

ど、順調に伸びているのですけれども。 

これは 2～3 年前に、それまでスーパーアクティブトレーダーに特化したような会社だったんです

けれども、ロビンフッドみたいなのも出てきたし、もっと、より普通の顧客層にリーチしていこう

ということで、ロゴも変えてブランディングも変え、サービスと商品内容も変え、マーケティング

のやり方も大きく変えて、ということで成長をドライブしてまいりました。 

手数料が下がるとか金利が下がるとか、いろいろな逆風もあったんですけれども、その結果、この

グラフで分かるように、大きく顧客基盤を伸ばしておりまして、かなり緻密なデジタルマーケティ

ングとか、そういうことをやっておるんですが、これはしっかりとお金を入れれば、それだけ顧客

基盤を伸ばすことができるという、方法論がしっかり確立してきました。 

一方で、今、アメリカは株価も史上最高値で、ミーム株とか、ロビンフッドとか、いろいろありま

すけれども、そういう流れの中で、投資家層が再拡大しておって、環境が再拡大しており、かつ当
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社、トレードステーションにおいては大きく成長するためのマーケティングの手法等も、方法論も

確立したということで。 

では、ここでギアチェンジして、しっかりと成長投資をし、成長に向けたマーケティング支出をし

て、一気に成長させようと、今がそういうするべきときであると、われわれは考えて、そのような

ことを大体、今年の春ぐらいから始めています。 

その結果、後で清明から説明がありますけれども、トレードステーションに関しては、先行投資、

先行支出が立って、PL を大きく押し下げているのですけれど、それは、ここにあるように、今申

し上げたように、大きな成長ができるという確信の下、その成長プランを実施している結果でござ

います。 

 

コインチェックは、ここにあるように、かなり利益が大きく伸びている状況でありますけれども。 

一方で、これは基本的には仮想通貨のトレーディング、お客様のトレーディングなわけですけれど

も、NFT とか、IEO とか、そういった新しいものもどんどん投入、事業を拡大し、ビジネスの幅を

増やしております。 
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Sharely とか、幅を増やしながらも大きく成長し、その結果、高い約 70％の高い OP マージンを実

現しているところであります 

 

一方、マネックス証券、日本セグメントについては、これは過去 3 年ぐらいのグラフです。 

修正 EBITDA、これは EBITDA に当社グループでは主な子会社から、マネックスグループは経営指

導料というかたちで吸い上げをしているんですけれども、それを足し戻さないと、子会社の本当の

実力が分からないわけですが。 

それを足し戻した修正 EBITDA で見ると、左側の黄色いグラフになりますけれども、大体クォータ

ーで 25 億から 30 億ぐらいの修正 EBITDA を稼いでいる会社で、ですから、年間で 100 億円ちょ

っとの修正 EBITDA を安定的に稼いでいる会社になります。 

こちらはアメリカ、トレードステーションとかコインチェックのようなかたちの成長のイメージで

はないのですけれども、安定した、しっかりとした営業キャッシュフローの上に、アセマネモデル

化を推進することで、安定した大きなビジネスにしていきたい、いけると考えています。 
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今回、株主還元方針についての変更を決議し、発表させていただきました。 

過去は、この左にありますように、過去 3 年、5 年、10 年で見ますと、当期利益に対して配当と

自社株買いで、ざっくり 80%ぐらいの還元をしてまいりました。 

一方で、右にありますように、Capex が大体年間で 50 億円ぐらいあって、そのほかに、いいヴィ

ジョンがあって、ヴィジョンの中で、いいチャンスがあると、しっかり事業投資もするということ

で、ぼんぼんとトレードステーションとか、コインチェックの買収とかがあると。これが右側にあ

るのが、ですから実際のキャッシュアウトというか、Capex と事業投資等の支出になります。 

これを見ていただくと分かるんですけれども、なんでこれだけ還元しているのに、これだけ投資で

きるんだろうかと、数字が合わなく、これだけだと見えてしまうんですけれども。 

かつてのためていた利益を切り崩しながら、こういう投資をしてきたわけなんですが、トレードス

テーションならびにコインチェックを買収して新しい事業を始めて、そのあとの成長が著しいとい

うことで、海外の株主などを中心に、マネックスグループは買収とか事業投資をして、それを伸ば

すのが上手であると。 
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だから、ちゃんとしっかりやってくれと。それのほうが、株主にとってリターンが大きいという、

そういう声を強く、多く受けるようになりまして、その中で、この全体をよく見渡した上で、株主

還元方針の変更を決めさせていただきました。 

 

具体的に、当社としては、株主の方に貢献するためには成長投資がすごく重要であると。 

ただ、一方で安定的な配当を望んでいる株主の方も多いことも、もちろん承知しておりますし、

ROE を高めていくためには、分母を規律をもって小さくしていくことも大切でありますから、こ

こにあるように、安定的に半期 7.5 円以上の、ですから通期で 15 円以上の配当を行うとともに、

一方で成長投資をしっかりやっていきますというかたちに還元方針を変更させていただきました。 

ちなみに今回、この上半期基準の配当は 7.5 円以上ということですけれども、7.6 円の配当を支払

わせていただくことといたしました。 
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次のページにありますように、左が配当の歴史ですけれども、今回、上半期 7.6 円、下半期も 7.5

円以上ということですから、こうやって見ると、かなりいい水準の配当を払い、今後も安定的に払

っていくと。 

すみません、先ほど言い逃しましたのが、そうした上で、機動的にマーケットの状況とか、いろい

ろなことを見て、経営の判断で機動的に自社株買いを行っていくというふうに考えております。 

配当については、ここに書いてあるように、年間 15 円以上であり、しっかり成長投資をして、タ

イム・トゥ・タイム、機動的に自社株買いをし、11 ページの右下に書いてありますけれども、当

社としては TSR の向上を目指していく。Total Shareholder Return。 

ですから、配当額と株価の上昇、この二つを足したものが、ちゃんと高くなっていくような、そう

いう経営というものを強く意識していきたいと考えております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

12 
 

 

清明に細かいところを話してもらう前に、ごく簡単に、この上半期のハイライトで言いますと、前

期の上半期に比べて 2.4 倍、200 億円以上、EBITDA が増えておりまして、その内訳が右にあるん

ですけれども。 

先ほど申し上げたように、米国は意識的に成長投資をしておりますので、その結果、PL が、今は

一回、押し下げていますけれども、クリプトアセットを中心に好調であり、全体の EBITDA は大き

く伸びているというかたちになっております。 
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また収益、トップラインで見ますと、14 ページにあるように、去年の上半期と今年の上半期で比

べると、主要 3 セグメントの収益トップラインが 266 億円から 464 億円ということで、1.74 倍に

なっているんです。 

連結の収益が 6 カ月間で約 468 億円ということで、年率にすると、連結の収益トップラインが

1,000 億円に迫るような水準になっておりまして、急速に伸びております。 
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また、その中身を見ると、マネックス証券が中心となる日本セグメントとトレードステーション、

アメリカと、コインチェックが 3 分の 1 ずつではないけれども、いい感じのバランスになってお

り、単なる日本のオンライン証券では決してなくて、グローバルな企業であり、しかも株式、伝統

的な資本市場だけではなくて、クリプトで大きなエクスポージャー、大きなビジネスを持ってい

て、かつ、1 年間で 1.7 倍以上のトップラインの伸びという、大きな成長をしている。そういった

会社になります。 

クリプトに関しては、当社のクリプトアセット事業セグメントというものは、これはコインチェッ

クのことを言っているんですけれども、コインチェック以外にも、グループ全体でブロックチェー

ン・クリプト絡みの投資等はしておりまして。 

その結果、関連収益で見ると、マネックスグループやトレードステーション、マネックス証券で

も、ブロックチェーン・クリプト絡みの収益が上がっておりまして、メインはコインチェックです

けれども、グループ全体でコインチェックの収益に対して、さらに 2 割ぐらい上乗せするような、

グループ全体でのブロックチェーン関連の収益も上げておりまして、成長ドライバとして貢献をし

ております。 
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それでは、ここからは清明 CFO 兼 COO から業績について、もうちょっと掘ってお話ししたいと

思います。 

 

清明：マネックスグループの清明でございます。私からは、数字についてご説明させていただきま

す。 

先ほど、松本から上半期のハイライトをご説明いたしましたが、このページ、17 ページは、この

3 カ月間、第 2 四半期のハイライトになります。 

全体といたしましては、税前利益が 72 億円を達成しております。セグメント別で見ますと、日本

が 37 億円、アメリカは、先ほど来、ご説明させていただいております、成長のための先行投資を

している結果、15 億円のセグメント損失。クリプトアセットは 48 億円のセグメント利益、アジ

ア・パシフィック、ならびに投資セグメントは 1 億円ずつの利益となっております。 
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次に、初めに 6 カ月間、上半期の数字について、もう少しご説明させてください。 

こちらですけれども、まず 2020 年 3 月期第 2 四半期上半期の連結での金融費用控除後の営業収益

につきましては、前年同期比 73%増の 467 億 9,900 万円となりました。こちらはクリプトアセッ

ト事業セグメントにおきまして、暗号資産市場が活況だったため、トレーディング損益が大幅に増

えたことや、日本、および米国セグメントにおきまして、金融収支が増加したことによって増えて

おります。 

一方、販管費は 34%の増加にとどまっておりまして、その結果、税引前四半期利益は前年同期比

340%増の 182 億 6,900 万円、親会社の所有者に帰属する四半期利益は、同じく 312%増の 120 億

2,700 万円、EBITDA は 143%増の 202 億 8,000 万円となっております。 
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セグメント別に分けたものが、こちら、22 ページでございまして、前年同期と比較いたします

と、日本、およびクリプトアセット事業セグメントにおきまして増収増益となっており、とりわ

け、クリプトアセット事業セグメントの増加幅が際立っているというかたちになります。 

また、米国セグメントは成長のための先行投資をしている結果、セグメント損失となっておりま

す。 
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ここから少し、主要 3 セグメントにつきまして、6 カ月間、まず見ていきたいと思います。 

まず、こちらは日本セグメントになりますが、グラフの下の濃いところからご説明申し上げます

と、委託手数料ですけれども、米国株の取引は堅調だったのですが、国内株式の売買代金が減少し

たため、委託手数料は前年同期比で減少しています。 

一方、信用残高の増加によりまして金融収支が増収、それから、昨年度より開始しております IFA

ビジネスでの債券収益が増加したほか、マネックスアクティビストファンドを含む投資信託、およ

び暗号資産 CFD の関連収益の計上によりまして、その他の収益も増加した結果、営業収益は約

11%増の 147 億 5,400 万円となっております。 
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日本セグメントの上半期の費用でございますが、24 ページ。 

こちらは、新規口座の開設数の増加に伴いまして、広告宣伝費が増加いたしましたが、ご覧いただ

けますとおり、システム関連費用は減少しておりまして、収益の伸びと比較いたしますと、販管費

は 4.1%増というかたちでとどまっております。 
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次に、米国セグメントの上半期です。 

こちら、2019 年 10 月から、米国トレードステーションにおきましては手数料無料プランを導入し

ておりまして、それ以降、それまでスーパーアクティブトレーダー向け、そちら向け中心のサービ

スから、ミレニアム世代以下の一般投資家層に顧客基盤を広げるブランディング、それからマーケ

ティングを強化しておりまして、その結果、口座数が前年同期比、右下に小さく書いております

が、30%増と堅調に伸びております。 

そういったことから、前年同期比でボラティリティ、VIX が大幅に低下したにもかかわらず、取引

量、DARTs が増加いたしました。その結果、手数料無料プランの利用者が増えていることから、

委託手数料は、一番グラフの下ですけれども、減少しているものの、取引ボリュームの増加に伴っ

て得られる収益が増えたことから、その他の受入手数料は増加しているというかたちになります。 

また、金融収支につきましては、暗号資産貸し出し、それから信用取引、また貸株、そういったも

のが堅調だったことに伴いまして、受取利息の増加があり、144 万ドル増加しているというかたち

になります。 

その結果、営業収益全体では 1.6%増の 1 億 153 万ドルという収益になっております。 
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費用ですが、こちら、順調な新規口座獲得をさらに加速すべく、積極的にマーケティングを実施し

ていることから、広告宣伝費が増加しているほか、成長の戦略の実現のために人員増強も図ってお

りまして、人件費が増加しております。 

さらに米国におきまして、現在、資本資金調達を準備しているということから、その他の費用の中

に専門家報酬も計上しているというかたちになっております。 
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次に、クリプトアセット事業セグメントの上半期でございますが、27 ページ。 

こちらは、暗号資産の販売所取引が引き続き、活況だったことから、また、それからテレビ CM の

効果で口座数も大幅に増加しておりまして、そういったことに伴い、営業収益は前年同期比約 8 倍

の 204 億 3,400 万円となっております。 

なお、その他のところで計上されておりますが、NFT や IEO といった新規事業も好調な立ち上げ

となっております。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

23 
 

 

クリプトアセット事業セグメントの上半期の販管費につきまして、こちらも新規口座獲得のための

テレビ CM 等、積極的なマーケティングを実施していることで、広告宣伝費は増加しております

が、こちらのセグメント、引き続き、低い固定費で事業を運営できる体質から、販管費の増加幅は

抑えられております。 
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続きまして、第 2 四半期、こちら、この第 2 四半期と前四半期の 4 月から 6 月期との比較でのご

説明を申し上げます。前四半期では、全体的に減収減益となっておりまして、金融費用控除後の営

業収益は前四半期比 20%減の 207 億 3,000 万円。親会社の所有者に帰属する四半期利益は、同じ

く 34%減の 47 億 6,700 万円。また、EBITDA は 44%減の 72 億 6,700 万円となっております。 
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セグメント別に分けたものが、こちらでございまして、日本セグメントは若干の増収となっており

ますが、その他の四つのセグメントでマーケット環境等の影響を受けまして、前四半期比では減収

となっております。 

こちらにおきましては、なお、日本セグメントの中ほど、その他の収益費用のところで、DeFi プ

ロジェクトのトークン売却益、約 16 億円を計上しております。その他の利益というかたちで、計

上しております。 
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主要 3 セグメントも、少し見ていきますと、まず日本セグメントの収益でございますが、全体とし

て、前四半期比、横ばいから若干増収というかたちで着地しております。 

こちら、日米の株式取引が前四半期比で減少していることから、株式委託手数料が減少したととも

に、貸株の収益性低下によりまして、金融収支も減収となりましたが、FX 収益ならびに IFA 経由

の債券収益の増加や、その他にありますが、投資信託の収益の増加がカバーしたことで、全体的に

は 0.1%増の 73 億 8,100 万円となっております。 
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日本セグメントの 3 カ月間の費用ですが、こちら、前四半期比 0.7%増の 60 億 8,100 万円となって

おります。新規口座獲得のための広告宣伝費が増加したものの、先ほどと同じく、システム関連費

用は減少しておりまして、今後も費用構造のスリム化を図っていく所存でございます。 
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米国セグメントの 3 カ月間の収益でございます。 

こちらは、営業収益は前四半期比で 4.7%減の 4,953 万 9,000 ドルになっております。ボラティリ

ティ、VIX は横ばいだったのですが、株式、および暗号資産取引の取引量の減少に伴いまして、委

託手数料および、その他の受入手数料が減少しました。 

また、この当四半期におきましては、暗号資産市場が落ち着いていたことから、暗号資産貸出収益

が低下したため、金融収支も減少というかたちになっております。 
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米国セグメントの 3 カ月間の費用。 

こちらも先ほど来、お話ししておりますとおり、さらなる顧客基盤の拡大のため、積極的にマーケ

ティングを実施していることから、広告宣伝費が増加しているとともに、成長戦略の実現のため、

また、商品・サービス強化のため、人員も増強しているところから、人件費も増えているというか

たちになっております。 
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最後に、クリプトアセット事業セグメント、こちら収益でございますが、前四半期比 40%減の 76

億 9,500 万円となっておりますが、引き続き、高水準を維持できていると思っております。 

また、NFT や IEO といった新規事業も、こちら、その他で計上しておりますけれども、着実に成

長しております。 
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最後、クリプトアセット事業セグメントの費用につきまして。 

こちら、等四半期も新規顧客獲得のためのマーケティング施策を実施しておりまして、広告宣伝費

が増加しておりますが、この地域におきましては、マーケット環境も見ながら、しっかりと ROI

の管理をし、適切なタイミングで広告宣伝をするということに努めております。 

なお、こちらのセグメントは、引き続き、低い固定費で事業運営ができる費用構造でありますこと

から、当四半期の営業利益率は約 62%と、引き続き、高利益率を維持しているというかたちにな

ります。 

以上、私から連結業績についてご説明申し上げました。 
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松本：それでは、ビジネスアップデートということで、ごく簡単に各ビジネスのハイライト的なと

ころをご案内したいんですけれども。 

まず、日本セグメント。マネックス証券を中心としておりますけれども、対面チャネルをもっと強

くしていこうということで、IFA 事業とか、あとはウェルスマネジメント事業に力を入れておりま

す。 

右にありますように、対面ビジネスの AUM も一気に、ON COMPASS＋というのは対面型、ハイ

ブリッド型のラップなんですけれども、一気に増えているところであります。 

もともと、左にあるように 200 万口座、預り資産 5.4 兆円、修正 EBITDA109 億円という安定的な

プラットフォームを持ったビジネスなんですが、そこにいろいろなニーズから対面も力を。対面と

いうのは完全な対面じゃないんですけれども、当社が提供するウェルスマネジメント的なソリュー

ションといったものの提供を始めているところであります。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

33 
 

 

また、アセマネモデル化を進める中で、ストック収益はしっかりと順調に伸びておりまして、投資

信託の代行手数料であるとか、あるいは信用金利であるとか、そういったものも順調に伸びており

ます。 

また、米国株はマネックス証券における株式[音声不明瞭]手数料の 20%程度を占めておりまして、

他社と比べても圧倒的なサービス内容を誇っておりまして、今は 24 時間中 17 時間、米株が取引

できるという、そういったことも提供しておりますけれども。 

今後、さらに米国株は、たぶん重要になってくると思いますので、当社はグループ内にトレードス

テーション、アメリカでフルライセンスの証券会社を持っている唯一の証券会社でございますの

で、しっかりと、このアドバンテージを強くしていきたいと考えています。 
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マネックス・アセットマネジメント。 

これはウェルスナビさんとかお金のデザインさんとか、そういったもののほうが目立つんですけれ

ども、マネックス・アセットマネジメントも運用資産総額が 500 億円を超えまして、1 年前の 9 月

の末で 126 億円だったので、1 年間で 4 倍になりました。ということで、中身はラップとアクティ

ビストファンドと機関投資家向け等の私募の扱いなんですけれども。 

こういったかたちで、アセマネモデル化の核ともなるアセットマネジメントビジネスも、しっかり

と大きくなっているところであります。 

ウェルスナビさんなんかとの比較で見ると、まだ、ウェルスナビさんのほうが、もちろん全然大き

いんですけれども、この AUM も大変大きい成長でなってきているので、これも今後、注目いただ

ければと思います。 
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マネックスアクティビストファンド運用も好調でございまして、AUM も伸びています。 

また、エンゲージメントの内容も、かなり深く、広く、強くやっておりまして、いい状況です。 

昨今は、エネオスさんとゴールドマンサックスさんによる NIPPO に対する TOB というものが発表

されておるんですが、それの値段が安すぎるんじゃないかということで、公開書簡というか、意見

の公開、パブリックオピニオンを出しておりまして、少数株主利益をしっかり保護するために、ア

クティビストとして戦っていこうと考えています。 

これはプライム市場が始まる中で、親子上場の廃止というものは、たぶん増えるんじゃないかと思

うんですが、その際に、親が子を、例えば買い取るときの値段が低いとか、子会社の少数株主の利

益がないがしろにされるということがあってはいけない。 

これは日本の資本市場の発展のためにも大きなマイナスですし、何よりも投資家にとってすごくマ

イナスになるので、そういうことがないようにしようということで、この NIPPO の件につきまし

ても、しっかりと意見を述べているところであります。 

これは特に、海外の機関投資家とかの間では随分、注目を浴びておりまして、私どもは、カタリス

ト投資顧問が意見を出した後に、シルチェスター、オアシス、オービスという会社も賛同表明を、
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シルチェスターさんが、そうやって表に出てくるのは大変珍しいと思うんですけれども、そんなこ

ともやっております。それだけ、日本における少数株主の利益保護の注目が高いということも思う

次第です。 

 

アメリカに関しては、左にあるように、口座数、預り資産ともにとても伸びておりまして、右にあ

るように、顧客層を広げていくこと等により、ボラティリティが下がっても、収入は減らないとい

うようなかたちをつくりつつあります。 

先ほど、冒頭で申し上げたように、そういったかたちで新しい成長の手法というものをしっかり確

立して、今後、そこでアクセルを踏んでいきたいと考えております。 
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こちらの手数料収益の推移を見ても、入り繰りがあるんですけれども、金利がゼロになるとか、手

数料がゼロになるとか、ボラティリティがそんなに上がらないとか、そういった中でも、ちゃんと

収益が上がる体質になっており、右にあるように TCI、クリプトビジネスも順調に伸びておりま

す。 
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44 ページにありますように、トレードステーションは、さはさりながら、アクティブトレーダー

の支持も大変高くて、それらのサービスとか商品をしっかりと広いお客様に提供して、本当に日本

の証券会社と随分違う内容で、本当にプロに通用するプラットフォームを提供しているんですけれ

ども。 

これらをもっと多くの方に使っていただこうということでギアチェンジをして、成長投資、マーケ

ティング支出をして大きく伸ばそうと取り組んでいるところであります。 
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コインチェックですけれども、アプリダウンロード、口座数等で、あるいは扱い暗号資産数でナン

バーワンということで、日本でいろいろな指標で見て、日本において暗号資産ビジネスではコイン

チェックはナンバーワン、あるいはナンバーワンの一つということは言えると思います。 

まだまだ成長すると思っておりまして、右にありますように、国内の暗号資産口座数 500 万、主

要オンライン証券口座数 1,800 万ということで、3 倍以上の、4 倍近い差があるんですけれども、

トップの地位を維持しながら伸びていきたいと考えています。 
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その中で、左にあるように、テレビ CM なんかも積極的に行っておりまして、松田翔太さんを起用

したテレビ CM とか、そのものが渋谷駅のハチ公の裏にあったりとかするんですけれども。 

要は、まさにまだまだ、日本にいると分かりにくいところもあるんですが、アメリカでは US バン

クが暗号資産のカストディアンを始めるとか、あるいはビットコイン、先物 ETF が始まるとか、

それで初日の売買金額が拠出部分を除くと史上最高額で 10 億ドルを超えるとか、そういう、今、

まさに成長期にある、この暗号資産ビジネスというものは。 

われわれとしては、そういう中で、日本という、たぶん、暗号資産コミュニティーで、世界で 1 位

から 3 位のどこかなんですけれども、そこの日本におけるザ・ナンバーワンの地位をしっかりと確

固たるものにしつつ、成長していこうと考えて成長投資等も行っています。そういうテレビ CM と

か成長投資をしながらも、営業利益率は 60%を超えているという状況であります。 
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IEO も行いました。 

これは、パレットトークンというものを引き受けたんですけれども、9 億円の調達額に対して 200

億円以上の円貨でのリアルな需要が積み上がりまして、[音声不明瞭]が 25 倍を超えるという状況

であります。 

これで、発行体が発行するトークンを審査して引き受けて、ユーザーに販売し、その結果、発行体

はトークンというかたちで、新しい時代の資金調達ができると。ですから、本当に新しい時代の

IPO だと思います。 

それで、引き受けて販売した、このトークンをコインチェック取引所に上場するという、ある会社

が上場して、引き受けて販売し、その会社が東証に上場するんじゃなくて、トークンというものを

われわれが、会社とトークンを審査し、ユーザーに販売し、しかも、そのトークンをわれわれの取

引所に上場するという新しい時代における IPO のようなもののエコシステムをわれわれはつくっ

ておりまして、本件についても大変将来が明るい。大変、あと、資本市場的な感覚でもエキサイテ

ィングなビジネスだと考えております。 
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NFT は今、日本も世界もすごい勢いで、いろいろな業者が出てきておりますけれども。 

コインチェックは、法律上の暗号資産取引所であり、本人確認済の KYC が済んでいる口座を多く

持っていて、そこで NFT も行っているという、世界的にも大変珍しい。KYC 済みのお客様で、ち

ゃんとそういう法律の枠組みの中にある中で、本人確認が終わっているお客様に NFT をお配りす

るというビジネス。 

そうではない、ノン KYC のお客様のオンチェーンのミームというサービスもあるんですけれど

も、オフチェーンで KYC 済みのお客様に NFT を提供するという、極めてリジッドな NFT ビジネ

スになっている。 

これは世界の状況を考えると、たぶん、こういうレギュレタリーコンプライドしたかたちでの

NFT というのは、すごく価値があると思われまして、これをしっかりと伸ばしていきたい。 

オンチェーン、ノン KYC のミームも伸ばしていきますけれども、特徴としては、こういうオフチ

ェーン、KYC 済みのものを伸ばしていく。 
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アジア・パシフィックセグメントは、あまり特筆すべきことはないですけれども、それなりに延び

て黒字を維持しているという状況。小さいですけれども、そんな状況であります。 
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マネックスベンチャーズ、投資事業につきましては、MV1 は今、投資先支援と回収のフェーズ

で、2 号ファンドも今、進めているところでして、右にありますように、かなり、やはりブロック

チェーンとか新しい分野が多いんですけれども、分散した投資をしております。 

これらが、マネックス証券の IPO のパイプラインに入ったり、あるいはマネックスグループ全体

の外での R&D というか、そういう感じにもつながっていると思います。 
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最後に 51 ページですが、統合報告書を 1 週間ほど前に完成して出しておりますけれども、お時間

ないかもしれませんが、かなりいい、濃密な内容でございまして、読んでいただくと、当社のグル

ープの在り方が大変よく分かっていただけると思います。 

DEI とか ESG にも大変強く取り組んでおりまして、ぜひ一度、読んでいただけたらありがたく存

じます。 

以上でして、冒頭で申し上げたように、とにかく収益の伸びが大きくて、利益も伸びていて、しか

も内容が、例えば単なる株式ブローカーでは、われわれはなくて、例えばクリプト、今まさに世界

が注目する暗号資産、ブロックチェーンで世界でも有数の規模のビジネスを持っている。 

あるいは、サイズはまだこれからかもしれませんけれども、アクティビストファンド。これだけ

AI も進み、いろいろなかたちで上場株式のアルファを取るのが難しくなっているときに、やはり

情報が出る前の部分でアルファをつくっていかないといけないと思うんですけれども。 

それにしっかり、われわれは自分たちで取り組んでいて、それはアクティビストファンドを買って

くれる方のため、LP の方のためのリターンにもなりますし、そういったかたちで、これからの時

代の、どうやってアルファを投資家の方々に提供していくのか。 
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それは、一番新しい暗号資産であったり、あるいはアクティビズムというプライベートな場所での

アルファをつくるということが大変重要だと思うんですけれども、そういうことをしっかりやりな

がら、そういった新しい価値をお客様に提供して、全体としての株主価値も高めていくと、そうい

った会社だと考えておる次第であります。 
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質疑応答 

 

松本：それでは、ここでいったん、こちらからの説明は終了させていただいて、ご質問をいただい

ておりますので、順次、お答えしていきたいと思います。 

まず、SMBC 日興の原さんから三つご質問をいただいているんですが、一つ目が、今回、決算日

程を直前に変更された理由は何でしょうか。 

これは、もともと私ども、28 日発表というのを発表していたんですけれども、SBI さんは、そこ

に寄せていらっしゃったので、ちょっと皆さまのことを考えても、同じ日だと、SBI さんは 200 ペ

ージぐらいの発表もされますし、大変だろうとか、いろいろそういうことを考えまして、外させて

いただきました。 

同じ日で発表は、いろいろ交通整理的によろしくないと思って、われわれのほうで 1 日ずらさせて

いただいた次第であります。 

2 番目。米国での資本調達準備とは、今後、グループに依存せずに経営するということでしょう

か。 

そういうことではないです。冒頭のここにも、実は大切なメッセージがあるんですけれども、例え

ばトレードステーションが今、すごく成長しています、成長投資をしていると。その成長資金を、

どう調達するか。 

答えは二つでして、マネックスグループが何かしらのかたちで調達するとか、それをトレードステ

ーションに渡すか、あるいはトレードステーションがアメリカの資本市場で調達するか。残念なが

ら、アメリカの資本市場のほうが、はるかに懐が深くて奥行きがあり、ダイナミックで、成長とい

うストーリーに対するバリエーションというか評価も高いわけです。 

であれば、そういうところで、マネックスグループが例えば日本等で調達して、それをトレードス

テーションに渡すよりも、トレードステーションが世界最大のアメリカの資本市場で、これはエク

イティだったりローンだったり、いろいろあると思うんですけれども、資本資金調達をしたほうが

理にかなっている。 

そっちのほうが、キャピタルマーケットがダイナミックに発達しているわけですから、理にかなっ

ている。かつ、それのほうが、いろいろなかたちでトレードステーションという会社がアメリカの
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お客さんを相手にしているわけで、アメリカ国内でいろいろな認知とか、いろいろな取引先を増や

していく上でも、それはプラスであるし、うんぬんということで。 

グループから離れていくわけではなく、それが、まさにここに書いてあるような、MG グループが

求心力ですけれども。 

いろいろな経営支援も行うわけですけれども、例えば資本調達、資金調達も、なんでもかんでも親

会社がやるのではなくて、下で、一番効率のいいところでやったほうがいいという考え方とか。 

あとは、そもそも価値観とか、そういったものが分散型になっていくこの時代で、そういう子会社

単位でのいろいろな経営というか評価というか、そういったものもつくっていくほうが、たぶんグ

ループ全体の活力というか、出力を増やすことができるということで。 

分散と集中というと使い古された言葉かもしれませんけど、うまい具合に分散型の活力を使いなが

らでも、マネックスグループというヴィジョンがある、経営力のある会社が求心力となって、それ

を束ねてやっていくと。そういったイメージと持っております。 

三つ目、8 月以降、NFT 市場が爆発的に伸びていますが、コインチェックでの収益貢献はあまり大

きくないように見えます。何が課題なのでしょうか。今後、どのように取り組んでいくのでしょう

か。 

爆発的に伸びているとはいっても、一つ言えるのは、NFT はすごく面白いと思います。NFT はす

ごく面白くて、当社グループのコインチェックの執行役員の天羽という者も、NFT の教科書とい

う本を、この間、出版しまして、今、Amazon のビジネス・IT 書でベストセラー。ナンバーワンか

何かですけれども。 

NFT はすごく力を入れていて、貢献もしているんですが、スケーラビリティーというのを考える

と、NFT 市場が爆発的に伸びていますとおっしゃるんですけれども、ワールドワイドな NFT で、

NFT を扱っている企業にとって、どれだけの利益が出ていますかというのは、なかなか調べにく

いですけれども、それはそんな大した金額にはなっていません。 

それよりも、暗号資産の売買のプラットフォーム提供のほうが、はるかに大きい収益・利益を業界

にもたらしています。 

というのがまずあるので、NFT が伸びているけれども、コインチェックで収益があまりないです

ね、それは当たり前のことであり、世界中がそうであるというのが、まず一つです。 
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さはさりながら、やはり今後、この NFT はいろいろな意味で伸びていく可能性があると思うの

で、それは単に売買をするというだけじゃなくて、もう少し生活が変わっていくとか、価値観が変

わっていくとかいう中でも、NFT というのはすごく重要な、新しい時代の生活の中に本当に入っ

ていくものだと思うので。 

そういった意味で、ただ単にトレーディングプラットフォームとかオークションプラットフォーム

ということではなくて、やはりコインチェックというのは、今は仮想通貨のトレーディングプラッ

トフォームが主ですけれども、われわれはペイメントであるとか、セイカツダネとか、いろいろな

ところでブロックチェーンを使って、新しい時代のサービスと価値を提供していこうということを

言っているので、そういった意味において、NFT というのはすごく重要であると考えておりま

す。 

ですから、まだまだ時間はかかると思っております。 

ほかに、ご質問は。また、原さんですね。 

年間、40 億円程度の安定配当を行うということですが、機動的な自己株取得とは、株価がトリガ

ーになるのか、資本[音声不明瞭]なると、都度実施されるのか、どのようなイメージなのでしょう

か。 

われわれのお金の使い方は、3 通りだと思います。それは配当を払うか、事業を買うか、自分の会

社の株を買うか。現金買うか、自社株買うか、他社株買うか。本当にすごく乱暴な言い方をする

と。 

他社株という言い方は乱暴かもしれませんけれども、他社とか企業とか事業を買うことにお金を使

うか、自社株を買うことに使うか、あるいは配当を払うか。もちろん、あるいは Capex とか、そ

ういう普通の成長のために必要なとか、ビジネス運営のために必要な支出もあるんですけれども、

そういったかたちだとか。 

その中で、一定限の Capex はわれわれ、当然必要であると。それを除くと配当か事業か自社株

か。配当は年間 15 円以上と決めました。そうすると、あとは自社株か事業か。どっちを買うほう

が当社にとっていいか。どっちを買うほうが、当社の企業価値にプラスになるか。どっちを買うほ

うが、当社の株主の方にとってプラスかという判断をするわけですね。 

それは、ただ単に資本が余剰しているかどうかではなくて、資本が余剰していたら、それこそ成長

する事業を買うほうがいいという判断は、もう十二分にあり得ますし、仮に自社株の株価が安くて

も、それ以上にオポチュニスティックに買える事業があれば、そっちを買ったほうが、資本の使い
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方としてはベターであると思いますから、単純に株価とか資本が余剰とか、そういうのがトリガー

になるとは、私は考えていません。 

それが先ほどご説明した、当社は今まで還元を、随分しっかりやってきたんですけれども、右にあ

るように、Capex もやりながら、時折大きな事業投資をして、それが、でも大きな成長に結び付い

ていると。例えば、ここに書いてあるトレードステーションとコインチェックと。 

なので、そういうオポチュニティーをちゃんと見ながら、都度、自社株を買うのがいいのか、事業

投資をするのがいいのか、どっちが当社の企業価値、ひいては当社の株主の方の持たれている株の

価値の向上につながるかということを判断しながら行っていくということになると考えます。 

原さんから、もう 1 個ですね。 

米国はカジュアル層に向けたアプローチを積極化されていると思いますが、その観点で、チャール

ズ・シュワブやロビンフッドに対する強みがトレードステーションに存在するのでしょうか。 

これは、日本においてもカジュアル層、例えば 1999 年 10 月 1 日に手数料が自由化されて、当社

も含めてオンライン証券が参入したわけです。やりやすいということで、ばっと来たんですけれど

も、一気に投資家層が増えました。 

ただ、ずっとカジュアルに取引されている方もいらっしゃるんですけれども、すぐに、それでは満

足しなくなり、信用取引をやりたいとか、いろいろなことをやりたいというのが、どんどん増えて

くるんです。それに対して、われわれはどんどんサービスを提供することで、どんどん、この業界

は成長してきました。 

そうすると、カジュアル層にアプローチしても、やはりそこからだんだん卒業して、どんどんヘビ

ーになっていく方がいらっしゃるんです。そういった方々をちゃんと受け止められるプラットフォ

ームというものが、やはりすごく大切。そうでないと、育った、いいお客さんがどんどん抜けてい

ってしまうということになります。 

その意味において、先ほどご案内したトレードステーションのサービス、商品というのは、すごく

抜きんでているんです。ロビンフッドとは、全然比べものになりません。 

システムの安定性も、このアナリティカルツールとか、このオファーしているサービス内容は、全

然、それは軽四とフェラーリみたいな、言いすぎかもしれませんけれども、全然違うんです。そう

いうのを提供している会社、そういうのも提供できる会社なんです。それがわれわれの強み。シス

テムが、限りなく安定しています。 
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ミーム株騒ぎのときにも、何の問題もなくずっと動き続けたのは、当社ぐらいです。ロビンフッド

も止まった。大手のオンライン証券、TD アメリトレードとかも止まった。インタラクティブ・ブ

ローカーズでさえ止まった。 

だけど、トレードステーションはずっと、ちゃんと動いているというような安定性であり、こうい

った分析ツールとか、そういったものであり、そういったものが、やはりトレードステーションの

強みであると考えています。 

あと、もう 1 個は、トレードステーションは株も先物も全部、セルフクリアリングしています。こ

れも、そんなところはあまりなくて、例えばロビンフッドはしていないんです。 

実は、マネックス証券も全部、システムを内製化しているし、マネックス証券は米株も全部、グル

ープ内のトレードステーションでやっているので、そういった意味ではマネックスグループ、マネ

ックス証券、トレードステーションというのは全部、内製化されているんですけれども、アメリカ

でもトレードステーションはクリアリングが全部、内製化されていて、これはどこもそうかという

と、そうではないです。限られています。 

そういったことをやっているので、やはりトレードステーションというのは、そういうセルフクリ

アリングも全部しているし、分析ツールも強いし、システムも安定しているしというのが、やはり

コンピタントであると考えております。 

それでは、ほぼ時間になりましたので、これで終了させていただきますが、全般にわれわれとして

は大変いい内容であったと考えておりまして、追加で何かご質問等がある場合には、社のほうまで

ご連絡いただければと存じます。 

本日はありがとうございました。 

清明：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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